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３ 要旨

県内の各地でオモダカの残草が問題となっており、平成21年に中通りの４町村においてスルホニルウレア系抵抗性

オモダカの発生が確認されている（H21年度参考）。本年は県内の抵抗性オモダカの発生状況について調査した。

(1) 県内９市町村のオモダカの発生が多いほ場よりサンプルを採取し、地上部再生法によりピラゾスルフロンエチル

に対する感受性について検定した。

(2)南相馬市、本宮市、南会津群南会津町、河沼郡湯川村、飯舘村より採取したオモダカでピラゾスルフロンエチル

抵抗性が確認された（図１）。

(3)以上の結果から県内９市町村からスルホニルウレア系除草剤抵抗性オモダカが確認され、県内に広くスルホニ

ルウレア系除草剤抵抗性オモダカが分布していることが判明した（図２）。

図１ 今年度スルホニルウレア系除草剤抵抗 図２ 平成21年度試験と合わせてスルホニル

性オモダカの発生が確認された市町村 ウレア系除草剤抵抗性オモダカの発生が

（塗りつぶし部分） 確認された市町村（塗りつぶし部分）

注）白地図は発生未確認 注）白地図は発生未確認
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